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研究成果の概要（和文）：本研究では，ネットショップにおいて提示される被服および布地の画像から受け取れる印象
と，実物から受け取る触感や外観に齟齬が生じるという問題を解決するために，被服および布地の触感や外観情報の判
断を可能にするネットショップ画像の製作方法の開発を目的とした．異なる被験者群や布地を用いた実験により，1）
被服や布地の質感評価およびそれらの画像製作のための指標となる触感評価語（9語）および外観評価語（8語）を明ら
かにし，2）それらの指標に基づいて，被験者群および布地に適応して被服や布地の質感（触感・外観）情報の提示を
可能とする画像製作方法を開発した．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop the producing method of the images that can correctly 
judge the appearance and tactile perception concerning to textures of actual fabrics in online shopping, 
in order to solve the issue of the disparity between the texture of fabrics as shown in images on online 
shopping sites and the texture of actual fabrics. The results obtained by conducting some experiments 
using the different participants and/or fabrics, were clarified as follows. 1) Eight appearance words and 
nine tactile sensation words were clarified as words that can accurately evaluate the appearance and 
tactile sensation of clothes and fabrics and/or become the indexes to produce the images that can be 
judged the fabric textures. 2) The producing method of the images that able to express the textures 
information of clothes and adapt to the participants and fabrics were developed by using these indexes 
words.

研究分野：感性情報学，被服情報学，質感情報学，画像生成/製作技術

キーワード： 布地質感評価語　画像製作・撮影方法　布地の透過率　撮影距離・倍率　回転速度　ギャザー倍率（分
量）　触振動提示　多様性適応
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 多くの人々が利用するオンラインショッ
ピングにおいて衣料等の購入率は，年々増加
している．しかし一方で，視覚から得られる
被服の印象と実物の触感および色等の外観
に齟齬が生じるという問題も報告されてい
る．2018年には世界人口の約半分に達すると
言われている多くのネットユーザにとって，
被服や布地の質感が正確に感じ取れる被服
画像の製作・提示方法を開発し，安心して利
用できる BtoC (Business to Customer)や CtoC 
(Customer to Customer)の電子商取引の実現は
重要である． 
 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では，多くのユーザが，オン
ラインショッピングを利用する際に，被服や
布地の触感情報や外観情報を正確に判断で
きる画像製作・提示技術の開発を目的とする．
具体的な目的を以下に示す． 

 
(1) 布地の質感（外観および触感）を正確に
評価でき，画像製作・提示の指標となる
布地質感評価語を明らかにすること． 

(2) 布地質感評価語に関わる画像撮影方法や
関連する物理量を明らかにし，異なる被
験者群に適応した画像撮影や提示に関わ
る物理量の条件を明らかにすること． 

(3) 振動による触感提示技術を活用した総合
的な布地質感提示技術の実用化を検討す
ること． 

 
 
３．研究の方法 
 当初は，デザイナーに対して，スタイル画
および被服の感性評価や同定実験を実施し，
その結果に基づいて，一般ユーザに対する画
像製作および提示技術の研究開発を予定し
ていた．しかし，本研究で明らかにした布地
の質感評価語が，布地の風合い評価用語やフ
ァッションにおける素材軸用語と深く関連
していることや，デザイナーが判断しやすい
布地画像と質感評価語に関係があることを
明らかにした．そこで，本研究の最終目的で
ある布地の質感を正確に判断できる画像製
作・提示技術の開発を直接的に進めるために，
布地質感評価語に関わる画像撮影方法や関
連する物理量を検討して，その物理量を調整
することにより，異なる被験者群への適応を
可能とする画像撮影・提示方法の研究開発を
目指すこととした． 
 
 
４．研究成果 
(1)布地質感評価語の明確化（雑誌論文1件，
学会発表 1件） 
被服や布地に関する画像製作・提示技術の
指標および評価軸となる布地質感評価語（外
観評価語 8 語：“厚い”，“薄い”， “カジュ

アル”，“フォーマル”，“印象が良い”，“印象
が悪い”，“やわらかい ”，“派手な”，触感評
価語 9 語：“厚い”，“薄い”， “滑らか”，“粗
い”，“はりのある”，“やわらかい”，“ストレ
ッチ”，“ドライ”,“ウェット”）を明らかにし
た．具体的には，汎用性や網羅性を考慮した
指標とするために，異なる被験者群により
KJ 法を実施し，共通する語を明らかにした
（図 1）．その結果，明らかにした布地質感評
価語は，KES(Kawabata Evaluation System)の風
合い評価の用語やファッション業界におけ
る経験的なスタンダードであるファッショ
ン感性クラスタの素材軸に深く関連してい
ることを明らかにした．すなわち，これらの
語は，オンラインショッピング等における布
地のコア表現として活用されることが期待
できる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：布地質感評価語の抽出プロセス 
 
 
(2)布地質感評価語に関わる画像撮影方法お
よび関連する物理量（雑誌論文 2件，学会発
表７件，図書 1件，特許 1件） 
 布地に対する視覚と触覚の両方に関与す
る質感を提示できる技術を実現するために，
触感評価語の 8語：滑らか(FL:フラット)-粗い
(RS:ラスティック)，薄い(TH:シン)-厚い(TK:
シック)，はりのある(CR:クリスプ)-やわらか
い(SO:ソフト)，ドライ(DY)-ウェット(WT)に
注目し，これらに適応する画像撮影方法を確
立させた．特に，撮影距離，照明条件，布地
の動き，布地の形状等に注目し，布地に対す
る知識や扱いの経験が異なる被験者群に適
応できる布地画像製作方法の開発は高い独
創性を有するといえる．また実験結果から，
人間の布地認知におけるモデル化の知見も
得られているため，学術的なインパクトも高
いといえる． 
 
以下では，各々の布地質感評価語に適応し
た画像製作・提示方法と関連する物理量につ
いて説明する． 
 
 



① 滑らか（FL）―粗い（RS）の評価に適応
した画像製作・提示方法 
 
本研究では，布地の“滑らかさ”と“粗さ”に
注目し，実物布地 8種類に対する視覚のみに
よる評価（視覚評価）および視覚と触覚によ
る評価（視触覚評価）を，被服系および工学
系の被験者に対して実施した．その結果，総
合的には，視覚評価に比して視触覚評価では
“粗い”評価が高くなる傾向を示した．すなわ
ち，触覚を伴う質感判断では布地を粗く評価
する傾向にあることが示された．また被服系
被験者の各布地に対する評価の差は，工学系
被験者のそれに比して大きくなることが示
された．このことは布地に対する知識が，各
布地の質感判断の相違を的確にさせたと推
測される． 
また布地表面の“滑らか”および“粗い”の評
価は，布地撮影におけるカメラと被写体の撮
影距離（或いは，カメラレンズ倍率）に関連
すると考えて，撮影距離を変化させて撮影し
た布地画像の“滑らか”と“粗い”の評価実験を
実施した．その結果，布地の“滑らか”および
“粗い”の評価に適応した画像製作を可能にす
る撮影距離(相互の被験者の実物の布地評価
に適応させる撮影距離は 0.6m：開発した撮影
装置使用)を明らかにした．すなわち，開発し
た撮影装置を使用して明らかにした撮影距
離で撮影することで，実物の布地の“滑らか”
および“粗い”の評価に適応した画像撮影が可
能である． 
また撮影および提示方法の拡張(一般性)の
追求と人間の視覚認知特性との関係を明ら
かにするために，2 次元正弦波画像を布地の
平織構造と見立て，布地の“滑らか”および“粗
い”の評価と画像の空間周波数，コントラスト，
平均輝度等の物理量との心理物理的関係を
明らかにした． 
 
② 薄い（TH）―厚い（TK）の評価に適応
した画像製作･提示方法 

 
本研究では，布地の“薄い”と“厚い”に注目
し，実物布地 11 種類に対する視覚評価，お
よび視触覚評価を，被服系，および工学系の
被験者に対して実施した．その結果，布地の
“薄い”および“厚い”の視覚評価および視触覚
評価は類似する傾向(相関 0.8以上)にあり，工
学系および被服系の被験者において同様の
傾向を示した．すなわち，布地の“薄い”と“厚
い”の判断において視覚的判断が優位である
ことが示唆された． 
また，KES による厚さ T0 よりも透過率が
物理量として関連することから，透過光と反
射光による布地照射の画像を撮影し，それら
を用いた布地の“薄い”と“厚い”の評価実験を
実施した．その結果，布地の“薄い”および“厚
い”の評価に適応した画像製作を可能にする
照明条件を，工学系および被服系被験者のそ
れぞれにおいて明らかにした． 

更に，布地の“薄い”および“厚い”の評価と
布地を透過する光量（輝度）との心理物理的
関係を明らかにすると共に，布地の反射率な
どをパラメータとする近似式を明らかにし，
布地質感撮影システムのプロトタイプを開
発した． 
 
③ はりのある（CR）―やわらかい（SO）の
評価に適応した画像製作・提示方法 

 
布地の質感表現には布地ドレープが重要
であるため，布地ドレープの形状変化が質感
認識に影響すると考えられる．そこで，ドレ
ープを寄せた布地を回転台に乗せて回転さ
せる速度および持続時間(逆回転有効)を変化
させた時の布地質感評価実験を，工学系およ
び被服系被験者に対して実施した．評価項目
は，布地の“はりのある”と“やわらかい”を中
心に触感評価語対を用いた．その結果，布地
全体に対して適切な回転速度(1.25rps:撮影条
件相違有)と持続時間(被験者群によって異な
る)を明らかにした．更に，布地の力学特性と
の関連性を検討し，布地の力学特性に対する
適切な回転速度および持続時間による画像
製作の可能性を明らかにした． 
  
④ その他および全般的な質感評価に適応し
た画像製作・提示方法 

 
布地ドレープ形状の動的変化ではなく，布
地ドレープ形状の静的変化として，ギャザー
倍率を変化させて，布地の質感評価に及ぼす
影響を検討した．具体的には，ギャザー倍率
を変化させた布地を製作し，それらの視覚評
価の結果と，同じ布地で作成したワンピース
の視触覚評価の結果との相関関係を調査し
た．その結果，布地の“薄い”，“厚い”，“滑ら
か”，“粗い”，“ドライ”，“ウェット”の評価に
適応したギャザー倍率を明らかにした．すな
わち，布地の“ドライ”と“ウェット”の評価を
含む布地質感評価に適応させるためには，適
切なギャザー倍率で寄せた布地の撮影が有
効である可能性を示唆した．したがって，オ
ンラインショッピングにおいて正確な質感
判断を可能にする画像製作方法として，ギャ
ザー倍率を変化させて提示する方法は，異な
る被験者群が布地質感を適切に認識するた
めに有益であることが示された． 
 
(3)振動による触感提示技術の活用と総合的
な布地質感提示技術の実用化の検討 
 
① 布地の実物評価に適応した布地表面の触
感提示方法の検討 

 
前節の(2)-①においても，触覚を伴う質感
判断が影響することが示されたので，実物の
布地の“滑らかさ”や“粗さ”の判断に近づける
ためには，振動提示方法も検討する必要があ
る．そこで，布地の表面の“粗さ”や“滑らかさ”



を触振動として提示する方法を検討した．具
体的には，触感伝送を可能にするテクタイル
ツールキッドを活用した触振動提示方法を
検討した．これまでに，布地表面から記録さ
れる振動情報を布地毎にシステムの出力系
(ボリューム)を調整して提示する方法により，
布地の“滑らかさ”や“粗さ”を含む質感評価実
験を，被服系および工学系の被験者に対して
実施した．その結果，工学系・被服系共に，
布地の“滑らかさ”や“粗さ”の判断において，
出力ボリュームを調整することにより，提示
される振動が布地の“滑らかさ”や“粗さ”を判
断する適正範囲となるため，布地の質感判断
に適応できる可能性を示唆した.すなわち，テ
クタイルツールキッドを使用して布地の“滑
らかさ”や“粗さ”の評価への適応範囲を見定
めた出力系の調整により，視覚情報に加えた
触覚情報として有益となる可能性がある．  
 
② 総合的な布地質感提示技術の実用化検討 

 
上記(2)-①～④，(3)-①の成果に基づき総合
的な布地質感提示技術の実用化を検討する．
布地質感提示技術としては，手間をかけずに，
ある程度の精度で質感を推定させる「ステッ
プ１」と，被服に使用する布地の質感評価や
力学特性計測等の手間をかけて，精度を上げ
て適切な画像を提示し，正確に質感を推定さ
せる「ステップ２」の二種類が考えられる． 
「ステップ１」では，これまでに得られた
布地全体に適応する撮影条件の元で触感評
価語に対応した画像を撮影し，被服や布地の
質感を推定させる．ただし，触振動に関して
は前処理として布地表面を記録して出力ボ
リューム調整を行う必要がある．想定される
“基本的な処理の流れ”としては，“FL―RS”の
撮影画像を提示し，それと同時に触振動提示
を行うことにより，視覚的・触覚的に
“FL―RS”を判断させて，目的とする布地の質
感に近いものを抽出させる．その後，
“TH―TK”の撮影画像，“CR―SO”の撮影画像，
最後に各質感評価語に関わる撮影画像，を提
示して総合的な布地質感判断を行わせる． 
一方，「ステップ２」では，各被服や布地
の特徴を的確に表現することに主眼を置い
て，提示する布地全ての質感評価，力学特性，
表面振動記録，布地の反射率計測等の後に画
像を撮影し，“基本的な処理の流れ”に従って
再び画像提示する．このステップでは，購入
者が目的とする質感を推定しやすい反面，被
服や布地を提供する側は多くの手間と時間
を要する．したがって，「ステップ１」か「ス
テップ２」の実用的な判断は，使用目的・用
途・状況等を熟慮して決定すべきである．ま
た今後も継続的に研究を進めて，より適切な
画像製作方法の開発や布地質感認知メカニ
ズムの解明ができれば，より簡略化した精度
の高い画像撮影・提示方法が実現できる可能
性があると考えられる． 
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